
造林公社森林から伊吹山を望む 

（一社）滋賀県造林公社はＪクレジット制度の 
プロジェクト登録の承認を受けました。 

「Ｊクレジット制度」は、温室効果ガスの排出削減量や吸収量を国が認証する

制度です。 

滋賀県造林公社では、本制度のプロジェクト計画書（滋賀県造林公社 森林管

理プロジェクト）を作成し、平成３１年２月に国の認証委員会で、適切な森林管

理であるとして、プロジェクトの登録が承認されました。 

今後、登録したプロジェクト計画書に基づき、温室効果ガスの吸収量を算定す

るための計測（モニタリング）を実施し、認証委員会の承認を経てクレジットの

認証を目指します。 

 

Ｊクレジット制度イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来、クレジットが認証・発行されれば、クレジットを必要とされる企業様等

に購入して頂き、琵琶湖・淀川流域の水源である、当公社森林のさらなる整備に

活用していきたいと考えています。 
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CO2削減推進企業様適切な森林の管理 



   （別紙） 

Ｊクレジット制度 プロジェクト計画書概要 

プロジェクト名 滋賀県造林公社 森林管理プロジェクト 

目   的 

滋賀県造林公社分収造林事業地において、森林経営計

画に基づいた適切な間伐を実施し、ＣＯ２吸収量を増大

させる。 

概   要 

滋賀県造林公社分収造林事業地において、森林経営計

画に沿って森林施業・森林経営を実施することにより、

二酸化炭素の吸収量を確保する活動を行う。 

計画の登録を行う場所 滋賀県 米原市 

計画の登録を行う森林  約１２１ｈａ（人工林１１４ｈａ、天然林７ｈａ） 

計画期間 ２０１８年４月１日～２０２６年３月３１日（８年間） 

吸収計画 

２０１８年度    １５１ ｔ-CO2 
２０１９年度    １５１ ｔ-CO2 
２０２０年度    １４５ ｔ-CO2 
２０２１年度    １４１ ｔ-CO2 
２０２２年度    １３７ ｔ-CO2 
２０２３年度    １３７ ｔ-CO2 
２０２４年度    １３７ ｔ-CO2 
２０２５年度    １３４ ｔ-CO2 

合 計    １，１３３ ｔ-CO2 

 

※吸収量はモニタリング実施後に確定するもので、上記

数量は計画数量となります。 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 滋賀県造林公社  

【クレジット認証のプロセスと今後の予定】 

①  プロジェクトの登録    （平成 3１年   ２月） 
②  モニタリングの実施・検証 （平成 31 年度 予定） 
③  クレジットの認証     （平成 31 年度 予定） 
④  クレジットの活用     （平成 32 年度 予定） 




